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◆ 講師：吉見 昭秀 先生 

Lecturer: YOSHIMI Akihide 
国立がん研究センター研究所 
がん RNA 研究分野 / 分野長 
（Chief, Division of Cancer RNA Research,  

National Cancer Center Research Institute) 

◆ 日時：令和 5 年５月１７日（水）17:30～  
Date    May 17 (WED.) from 5:30 p.m.  

 

◆ 場所：医学教育図書棟３階 第 2 講義室 
Lecture room 2, Medical Education & Library Building 3F.  

                                          
 

 

◆ 担当：指田吾郎 教授（白血病転写制御学）/ Prof. SASHIDA Goro (Transcriptional Regulation in Leukemogenesis) 

◆ レポート宛先/Essay (指田 教授 宛 To Prof. SASHIDA)： sashidag@kumamoto-u.ac.jp 

◆ レポート宛先/Essay (CC; 医学教務/Student Affairs Sec.)：iyg-igaku-3@jimu.kumamoto-u.ac.jp 

Abstract 

RNA スプライシングを司るスプライシング因子に高頻度に遺伝子変異（SF 変異）がみつかることが

報告されて 10 年余りになります。その間、様々なマウスモデルや解析パイプラインが創出され、SF

変異を起点とするがんの発症機序や治療法の開発が世界中で精力的に進められています。一方、スプ

ライシングを「される」側であるシス配列の異常によってもスプライシング異常が誘導されます。本

講演ではっこのような「がんの RNA スプライシング異常」について、この 10 年間で理解が進んだこ

とや、今後の課題について概説します。 

「がんの RNA スプライシング異常」という研究分野は比較的新しい研究分野であり、まだまだ解明

すべき問題が山積しています。また、スプライシング異常を有するがんは、がん全体の 20-30％にも

上ると言われ、かつ概してそのようながんは予後不良な傾向があり、特異的な治療法の開発が特に求

められている領域でもあります。今後は、がんにおける RNA スプライシング異常がどのように発がん

に寄与しているのかを丁寧に解きほぐしながら、特異的な治療法の開発に結びつけていく必要がある

と考えられます。 

 


